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大月市では、平成１９年（2007 年）に平成２８年（２０１６年）度を目標年次とした、本

市の将来を見通した長期にわたる経営の基本を確立するために、「大月市第６次総合計画」を

策定しました。 

基本構想では、「信頼と協働のまちづくり」を基本的な理念とし、将来像として「郷土に愛

着と誇りを持ち、豊かな自然の恵みを生かし、一人ひとりにやさしく、安全で安心して、健康

で住み続けることのできる活力のあるまち」を掲げ、目指すべきまちの姿や目指すべき行政の

姿（基本目標）とそれらを達成するための個別目標を示しています。 

基本計画は、本市の将来像を実現するため、基本目標・個別目標に示す体系に基づいて、具

体的な施策内容を示す５年ごとの計画であり、前期と後期に分けて策定することとしており、

目標年次を平成２３年として平成１９年（２００７年）に策定した前期基本計画の期間が終了

することにともない、平成２４年（２０１２年）度を初年度とした後期基本計画を策定するこ

ととしました。 

策定に当たっては、計画策定時とは社会情勢や経済状況などが著しく変化しているため、前

期基本計画を検証のうえ、計画指標などを見直すとともに、少子高齢化、人口減少、産業振興

などへの課題に取り組み、基本構想の実現に向けてより効果的に施策等を行うため、今後５年

間の後期基本計画を策定するものです。 

 

 

 

 

 

第６次総合計画は、市の行財政運営の指針となる最上位の計画で、平成１９年度から平成２8

年度までの１０年計画における、基本構想、基本計画（前期・後期）、実施計画の三層により

構成されています。 

この後期基本計画は、平成２４年を初年度とした後期５年の計画として、今後のまちづくりを

実現するため、基本目標・個別目標ごとに指標などを示す体系で作成しています。 

 

 

● 現在までの推移を基に算出した推計人口 

過去 10 年間における本市の出生率・死亡率を基に算出した自然増減による推計値に、

過去の転入・転出等の動向により算出した社会移動の状況を加えると、平成２８年

（2016年）の人口は25,500人と推計されます。 

 

● 人口減少への取り組み 

現在も販売が進められている桂台地区をはじめ、大月駅周辺地区の整備や商業地の活性

化に伴う中心市街地への居住者の増加に期待をするとともに企業誘致や子育て支援、高齢

者対策などにも取り組み、子供から高齢者までが健康で、安心・安全に暮らせるまちを目

指し、少しでも人口の減少が抑制できるよう各種施策を実施します。 

まちづくりの基本理念  将 来 像 

信頼と協働のまちづくり 
 郷土に愛着と誇りを持ち、豊かな自然の恵みを生かし、

一人ひとりにやさしく、安全で安心して、健康で住み続ける

ことのできる活力のあるまち 

１．後期基本計画策定の趣旨 
 

２．後期基本計画の構成と期間 
 

３．推計人口 
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目指すべきまちの姿 
 

基本目標 

 

個別目標 

  

１．信頼と協働でささえあうまち ・市民と行政の意思の疎通を良くする 

 ・市民が市政に参画するまちをつくる 

 ・みんながやる気を生かせるまちをつくる 

  

 

２．大月市の良さを生かすまち ・土地利用を計画的に進める 

 ・自然と共生するまちをつくる 

 ・環境に配慮したまちづくりを進める 

 ・大月ブランドによる来てみたくなるまちづくりを行う 

 ・地域の伝統・文化の継承を積極的に行う 

 ・落ち着きを感じる景観保全・整備を進める 

 ・便利な立地を生かしたまちづくりを進める 

  

 

３．豊かさを実感できるまち ・いつでも・どこでも・だれでも学べるまちをつくる 

 ・スポーツ・文化活動の盛んなまちをつくる 

 ・産業活動が充実したまちをつくる 

 ・農林業の充実したまちをつくる 

  

 

４．安心・安全を実感できるまち ・地域が見守るまちをつくる 

 ・社会保障がしっかりしたまちをつくる 

 ・健やかに暮らせるまちをつくる 

 ・災害に強いまちをつくる 

 ・犯罪のないまちをつくる 

 ・交通事故のないまちをつくる 

  

 

５．住みやすく人が住み着くまち ・快適な市街地の形成を進める 

 ・良好な住宅地の形成を進める 

 ・買い物がしやすく、にぎわいのある楽しい商店街をつくる 

 ・道路網やバスなどの交通が充実したまちをつくる 

 ・快適な生活空間のまちをつくる 

 ・情報環境が整ったまちをつくる 

 ・労働環境が充実したまちをつくる 

 ・若者を引きつけるまちをつくる 

 ・子育てがしやすいまちをつくる 

 ・生きる力を育む教育環境の充実したまちをつくる 

 ・次代を担う青少年の育成を進める 

 ・高齢者・障害者に優しいまちをつくる 

 ・人を大切にするまちをつくる 

４．基本目標と個別目標 
 



 

5 

総 
 

論 

目指すべき行政の姿 

 

基本目標 個別目標 

  

１．信頼される行政経営を行う ・市民にわかりやすい市政運営を行う 

 ・市民のやる気を受け止める市政運営を行う 

 ・地域に密着した市政運営を行う 

  

 

２．堅実な行政経営を行う ・公共施設の集結と再配置を行う 

 ・職員の意識改革を進め、職員のやる気を生かせる組織づくり

を行う 

 ・縦割り行政を見直し、風通しの良い組織づくりを行う 

 ・受益と負担の原則に基づく適正な行政サービスの提供を行う 

 ・構造改革を進め、自立した自治体を目指す 

  

 

３．無駄のない行政経営を行う ・健全な財政運営を行う 

 ・明確な目標設定と行政評価により市政運営を行う 

 ・関係市町村との連携を強化する 

 

 

 

 

 

 

 

① 財政の健全化 

大月市の財政状況における課題は、財政の健全化判断比率の一つである将来負担比率が高いこ

とです。ここ数年は改善されてきていますが、平成２２年度の決算でも２０２％と高い数値と

なっており積極的に改善を進めなければなりません。 

この状況を改善するため、財政健全化の基本的な考え方として「歳入に見合った歳出への転

換」を掲げ、市債の発行額を抑えたうえで、基金の取り崩しに頼らない予算編成を行い、市債

の借入残高の削減を進めています。 

また、歳出に占める人件費の割合が、他の同規模の自治体と比べて高いことから、職員定数の

見直しや職員の適正配置に基づく職員の削減を行い、今後も人件費を下げる努力は続けていか

なければなりません。 

また、小中学校整備（Ｈ２3―Ｈ２８）、市立中央病院整備（Ｈ２３―Ｈ２５）、市立短期大

学整備（Ｈ２３－Ｈ２５）などを今後の５年間の計画事業として位置づけて実施していくこと

としています。 

そのためには、事務事業の見直し、事業の選択と廃止など徹底した経費の削減を職員一丸とな

って行わなければなりません。 

そこで、中期財政計画を作成し、市ホームページでも市民に周知していますが、平成２８年ま

での期間は、計画事業を優先して進めることとしています。 

 

５．今後５年間の重点施策 
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②  市立中央病院増改築事業の推進【中央病院】平成２３年度～平成２５年度 

市民の安心、安全を守るため、外来・入院の診療機能を維持しながら、救急センター機能を持

つ新病棟を整備し、老朽化した本館の解体・撤去、本館以外の施設は耐震補強工事を行い、新

病棟と一体的な施設整備を進め、本館跡地に立体駐車場を整備する計画です。 

         

新病棟建設、耐震化事業  約２７億6千万円 

 

③  教育施設整備の充実【学校教育課】平成２３年度～平成２８年度 

小中学校の適正配置に合わせ、平成２３年度から大月東中学校、大月小中学校の整備を行うと

ともに、老朽化した大月短期大学の校舎と体育館の新増改築整備を行い、地震に強い安全な教

育環境の実現を図ります。 

 

○ 大月東小学校建設事業 

屋内運動場整備事業  約３億６千万円 

［財源内訳：国庫支出金 6千万円  市債 2億円  一般財源（基金含む）1億円］ 

校舎新増改築・大規模改造事業  約 1１億９千万円 

［財源内訳：国庫支出金 ２億８千万円  市債 ５億２千万円  一般財源（〃）３億９千万円］  

 

○ 大月東中学校建設事業 

校舎等新増改築事業     約１5億 3千万円 

［財源内訳：国庫支出金 ４億 1千万円 市債 8億 8千万円 一般財源（〃）２億 4千万円］ 

 

○大月短期大学整備事業 

校舎新増改築事業他     約 10億6千万円 

［財源内訳：基金 ９億５千万円  一般財源 １億１千万円］ 

  

 


